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■講演会 「飛驒の美術を語る」 
         岐阜県美術館学芸係長 廣江 泰孝氏  

日時：４月 23 日（日） 午後 2 時～3時 20 分  

会場：飛驒市美術館研修室 ※申込不要（入館料必要） 

■親子ペーパークラフト・ワークショップ   
「紙コップで、楽しい動物をつくろう！」 
※要申込 詳細は別紙案内     講師 堀川 厚則氏  

日時：５月４日 (木)  午前 10 時～ 午後 2 時～ の各 1 回 

 

  

 

飛驒市美術館 
〒509-4221 岐阜県飛驒市古川町若宮 2-1-58 
TEL 0577-73-3288     FAX  0577-73-5003 
■アクセス 

・JR にて、高山本線「飛驒古川駅」下車、跨線橋を渡り徒歩 5 分。 

・富山より JR 高山本線・特急で約 1 時間 15 分。 

・名古屋より JR 高山本線・特急で約３時間。 

・お車にてお越しの場合は、市営若宮駐車場をご利用ください。 

・東海北陸自動車道、清見 IC より卯の花街道を通り約３０分。 
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■飛驒市美術館リニューアル記念 講演会 

「地域ミュージアムのこれから」 
       美濃加茂市民ミュージアム館長 可児 光生氏 

日時：４月 15 日（土） 午前 10 時 40 分～12 時  

会場：飛驒市美術館研修室※申込不要（入館料・参加料無料） 

 

飛驒地方の高等学校で長く美術を指導し、多くの教え子に

親しまれた上原誠は、昭和 10 年東京美術学校在学中、当時の

帝展改組時の「第二部会第 1 回展」に、異色の油彩画を出品

している。その後も当時の西欧の絵画運動の影響を受けなが

ら、独自の画風の油彩画を制作する。  

また昭和 17 年、東光会の創立者の一人である斎藤与里らと

ともに飛驒に赴いた徳永富士子は、飛驒の子らを描いた洋画

を発表、さらに昭和 20 年、高山市に疎開し洋画塾を開き、以

後、飛驒地方の洋画界を先導した。他にも、飛驒には鴨宮進

とともに徳永に学び、古川の地に一光会を設立、後進の育成

に尽力した小枝利汎、徳永の画塾を同様に引き継ぎ、新制作

展に出品しつつ飛驒の洋画を牽引した沖野清など、戦前・戦

後にわたって中央と関わりながら、また当時の前衛的な絵画

運動の波を受けながら、当地で描き続けた画家たちがいた。   

彼らは飛驒という地方にいて、時々に光芒を放つようにし

て画業を深めていったのだった。 

「人物」（昭和 24 年） 

007） 「六路部落の白煙」(平成８年) 
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「
田
植
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す
る
飛
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の
女
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（
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「
春
の
瀬
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」（
制
作
年
不
明
） 

■記念ヴァイオリンコンサート 
   栃本三津子氏（東京フィルハーモニー交響楽団奏者） 

日時：４月 15 日（土） 午後 7 時～  

会場：飛驒市美術館展示室 ※要申込 詳細は別紙案内 

 


